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癌ではそのような現象は生じていなかった。腎動脈

塞栓術後の非腎癌組織の両SOD活性低下は腎虚血

に起因すると推測された。
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ワークショップWS2-3
腎癌患者のsuperoxide dismutase activity，
とくに腎動脈塞栓術の影響を中心として
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【緒言】ヒト癌組織ではCuZn-SOD活性が低下してい

る可能性が示唆されている。最近，発生頻度が高く

なりつつある腎癌組織についてSOD活性を測定し，

当疾患の手術前に施行する腎動脈塞栓術が，腎組織

のSOD活性に与える影響を検討した。

【対象および方法】27例の腎がん患者の年齢は48-76

歳（平均58±2歳)である。13例には罹患腎の摘出み

を施行した。他の14例には腎動脈塞栓術（gelatin 

Gelfoam, Upjohn, Mich USA)を施行し１週間後に

腎摘出術を施行した。摘出腎は病理組織学的検索

を行うとともに凍結保存し，SOD活性をニトリル法＜

Oyanagui変法１）にて測定した。蛋白測定はLowry法

にて行った。

【結果】腎癌組織でも非腎癌組織でもCUZN-SOD, 

Mn-SOD活性は同レベルであった(Fig1)。患者

の年齢，grade，stageもSOD活性と無関係であっ

た。腎動脈塞栓術は軽微に（p<0.005)癌組織の

CuZn-SOD活性を低下させののみであったたが，

非癌組織のCuZn-SOD,  Mn-SOD活性は顕著に

(p<0.01-P<0.001)低下させた(Fig.2)。

【考察および結論】CytosolのSOD，ミトコンドリアの

SODがhepatomaで低下しており2），Mn-SODが悪性褐

色細胞腫で低レベルであることが報告されている3, 4）。

これ等の現象は発癌と関連して考察されているが腎


